
みんなのスポーツ／Ｐ2～ 3
令和4年度重要事業／Ｐ6～ 7
町職員を募集します／Ｐ10
お知らせ版／Ｐ16～ 17

広報 こえのするまち

2021
No.781

7
July

　／消防操法審査会
　　（７月１１日・尾花沢市消防署大石田分署）

■表紙写真



広報おおいしだ　3.7 2広報おおいしだ　3.73

スポーツで
明るく、
楽しく、
健康に！！

第
27
回
大
石
田
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
39
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

大
石
田
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
７
月
１１
日
（
日
）
に
大
石
田
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
と
一
般
の
部
の
２
部
門
合
わ

せ
て
７
チ
ー
ム
、
５０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
に
は
３
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
が
大
会
２０
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
部
に
は
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
総
当
り
の
リ
ー
グ

戦
で
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ

な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
石
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
大
石
田
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、６
月
２３
日（
水
）

ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、４
チ
ー
ム
１７
人
の
選
手
が

参
加
し
、各
チ
ー
ム
白
熱
し
た
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
「
上
宿
チ
ー
ム
」　

準
優
勝
「
里
・
上
ノ
原
チ
ー
ム
」

　

第
３
位
「
仲
通
チ
ー
ム
」　
　

第
４
位
「
四
日
町
チ
ー
ム
」

20連覇達成！
優　勝

MAX
第２位　らら

レディースの部

一般の部

第２位　スープになりました

優　勝

うさぎとかめ

大石田スポーツクラブ会員募集中！
気軽にスポーツはじめませんか！

　大石田スポーツクラブでは、随時会員を募集しています。興味のある方は
お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　年間６つの教室を開催します。
●スポーツ吹矢教室　●太極拳教室　●ノルディックウォーキング教室
●仕事帰りエクササイズ（エアロビクス・ヨガ）教室　
●キッズヒップホップ教室　●スポーツ民踊教室
　　　　　　①＋②に申込用紙を添えて、下記まで申し込みください。
①年　会　費／●中学生以下 1,000 円　●一般～６４歳以下 2,300 円
　　　　　　　●６５歳以上 1,500 円
②教室参加費／●全額一括納入（通年１教室） 10,000 円
　　　　　　　●回数券（６回分） 3,000 円

通年開催教室

会　　　　費

大石田スポーツクラブ事務局
教育文化課生涯学習グループ（虹のプラザ内）℡ 35-2094

◆入会申し込み・お問い合わせは◆

脅威の
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競う
素早く
正確な動き

　令和３年度大石田町消防操法審査
会が、７月１１日（日）に尾花沢市消防署
大石田分署で開催されました。この審
査会は、ポンプの始動やホースの延長
といった放水作業の素早さと正確さを
競うもので毎年開催されており、今年
は小型ポンプ４台が出場しました。
　団員たちは、連日夜間の訓練に励ん
で審査会に臨み、それぞれが積み重ね
てきた練習の成果を出し切ろうと、力
のこもった操法を繰り広げました。

大 石 田 町
消防操法審査会

大
石
田
町
消
防
団

　
　
　
幹
部
新
体
制
の
紹
介

　

こ
の
ほ
ど
、
大
石
田
町
消
防
団
の
幹
部
団
員

の
異
動
が
あ
り
、
団
長
に
早
坂
和
義
副
団
長
が

就
任
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
全
幹
部
団
員
（
令

和
３
年
５
月
１
日
付
）
を
紹
介
し
ま
す
。

団　
　
　
長　
　
早
坂　
和
義
（
岩
ケ
袋
）

副　
団　
長　
　
齋
藤　
民
弥
（
豊　
田
）

副　
団　
長　
　
森　
　
進
一
（
朝
日
町
）

第
１
分
団
長　
　
寺
﨑　
和
彦
（
上　
宿
）

第
２
分
団
長　
　
冨
樫　
一
也
（
佐
田
町
）

第
３
分
団
長　
　
村
岡　
真
也
（
鷹
巣
２
）

第
４
分
団
長　
　
井
上　
義
悦
（
次
年
子
）

第
１
副
分
団
長　
石
川　
直
樹
（
坂
ノ
上
）

第
２
副
分
団
長　
村
形　
昌
一
（
佐
田
町
）

第
３
副
分
団
長　
黒
沼　
吉
憲
（
海　
谷
）

第
４
副
分
団
長　
芳
賀　
富
弥
（
豊　
田
）

第
１
分
団

　
第
１
部
長　
畑
中　
　
光
（
下　
宿
）

　
第
２
部
長　
八
鍬　
辰
徳
（
上
ノ
原
）

　
第
３
部
長　
井
上　
友
和
（
田
沢
上
）

第
２
分
団　

　
第
１
部
長　
桐
井　
　
隆
（
東　
町
）

　
第
２
部
長　
小
座
間
英
人
（
四
日
町
）

　
第
３
部
長　
髙
橋　
　
堅
（
佐
田
町
）

　
第
４
部
長　
横
山　
　
充
（
曙　
町
）

第
３
分
団

　
第
１
部
長　
鈴
木　
武
幸
（
海　
谷
）

　
第
２
部
長　
大
沼　
正
広
（
鷹
巣
２
）

　
第
３
部
長　
星
川　
祐
一
（
駒　
籠
）

第
４
分
団

　
第
１
部
長　
遠
藤　
祐
介
（
川　
前
）

　
第
２
部
長　
武
田　
　
修
（
白　
鷺
）

　令和３年４月をもって、三浦清孝さん
が消防団長を退任されました。三浦さん
は、消防団長として１１年、消防団員と
して４０年の間、日夜町民の生命と財産
を守るため、その職務
にご尽力いただきまし
た。
　長い間大変お疲れ様
でした。
　また、退任にあたり
町にテント２張りと操
法審査会で使用するトロフィーを寄贈い
ただきました。大変ありがとうございま
した。

消防団長
長い間お疲れさまでした！

三浦清孝さん（鷹巣１）退任

（
敬
称
略
）
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令和4年度
大 石 田 町

◎ミッシングリンク（未整備区間）解消に向けた
　主要地方道大石田畑線の整備について

◎地方道（県道）の整備について
　主要幹線となっている県道の改良・整備を要望します。

◎豪雨災害への対応強化について
　昨年発生した令和２年７月豪雨の際は、７月２７日から県内に降り続
いた大雨で、２９日午前２時には最上川大石田観測所の最高水位が
１８．５９ｍを記録し、氾濫危険水位である１６．９ｍを遥かに超える水位
となりました。
　幸いにも人的被害は発生しませんでしたが、新町、川端、今宿地
区をはじめ横山、豊田、駒籠地区などでは、160 棟を超える住宅
などが床上、床下浸水被害に見舞われました。また、尾花沢市大石
田町環境衛生事業組合で運営している上水道水源場が浸水被害を受
け、５日間に渡って断水せざるを得ない状況となり、猛暑の中、多く
の方が不自由な生活を余儀なくされました。
　この度、「最上川水系流域治水プロジェクト」が公表され、関係者
が総力を挙げて取組むことが表明されましたが、一刻も早く住民の
安全を確保し、安心して暮らすことができるよう、下記の項目につ
いて早急に対応されるよう要望します。
　①豊田地区内の浸水対策の早期実施
　②今宿地区内の五十沢川堤防の整備
　③最上川河道掘削の継続的な実施及び加速化
　④内水処理対策への支援強化

◎北村山公立病院組合への財政支援について
　地域医療を取り巻く状況は医師の偏在に加え看護師や助産師の確保も厳しい状況が続いていることによ
り、一層厳しさを増しています。県立病院のない北村山地域において、住民が安心して住み続けるため重
要な役割を果たす北村山公立病院に対する財政面の支援を要望します。

　大堤は農業用水の水源として、重要な役割を持つため池ですが、堤体
整備から４０年が経過しております。平成２９年度調査により耐震強度が現
行の安全基準を満たしていないことが判明し、安全率確保のため貯水量
を満水で運用できない状況となっています。水源としての本来の貯水機能
回復と、地域住民の安全な生活の確保のため堤体改修工事の早期着手に
ついて要望します。

◎今宿・新町地区および小菅地区流雪溝整備事業の
　早期着手について
　今宿・新町地区および小菅地区は、流雪溝が未整備であり、や
り場のない雪が、道路や歩道に高く積み上げられて壁となり、交
通を阻害するなど生活に多大な支障をきたしています。県道の排雪
強化と流雪溝面的整備の早期着手について強く要望します。

◎東北中央自動車道（東根北～大石田村山間）の早期完成について
　山形県内陸部を縦貫する東北中央自動車道は、山形空港や一般国道と接続し広域的な交流・物流を
促進するもので、地域の産業・経済の発展に必要不可欠な道路です。また救急医療機関等を直結し、
地域の生活安定にとって欠かせないものです。
　高速道路が持つストック効果を最大限発揮できるよう、全線の早期完成について要望します。

◎駒籠地区流雪溝の機能強化について
　駒籠地区では県道に流雪溝が整備されていますが、最上川からの取水量の確保が十分でないことから、
家屋密集地における町道では流雪溝が未整備であるため、除排雪に苦慮しています。県道および町道
流雪溝整備に必要な取水量の確保について要望します。

　主要地方道大石田畑線は国道３４７号に連結し、東北中
央自動車道や国道１３号および一般県道尾花沢大石田線
にアクセスする重要路線ですが、要望区間が未整備のた
め交通ネットワークを形成していません。地域の産業・経
済の発展および観光推進に不可欠な道路ですので、早期
整備着手について要望します。

路　　線　　名 事業箇所 事業内容
主 要 地 方 道 大 石 田 畑 線 豊 田 地 内 道 路 改 良
主要地方道新庄次年子村山線 次 年 子 地 内 道 路 改 良
一 般 県 道 大 石 田 名 木 沢 線 鷹 巣 地 内 防 雪 柵 整 備
一 般 県 道 村 山 大 石 田 線 小 菅 地 内 防 雪 柵 整 備
主 要 地 方 道 大 石 田 畑 線 豊 田 地 内 流 雪 溝 整 備
主 要 地 方 道 大 石 田 畑 線 大 浦 地 内 流 雪 溝 整 備
一 般 県 道 尾 花 沢 大 石 田 線 本 町 地 内 交 差 点 改 良
一 般 県 道 尾 花 沢 大 石 田 線 仲通・佐田町地内 散水消雪施設改良

重要事業
　このたび、令和４年度国や県に事業の採択や継続を要望する「大石田町重要事業」がまとまりまし
た。豪雨災害への対応強化や流雪溝整備の早期着手、東北中央自動車道の早期完成など 9 の事業
について、町と議会が一体となって国や県に要望を行います。その要望内容についてお知らせします。

農林関係の要望

保健関係の要望

生活安全関係の要望

建設・都市計画関係の要望

◎大堤防災減災事業の早期着手について

今宿･新町地区

◎特別交付税による十分な財政措置について
　全国有数の豪雪地帯である当町ですが、昨冬、二度に渡り数十年に一度と言われる強い寒波に見舞
われ約２か月間で１日の降雪量が３０ｃｍを超える日が１９日続くなど記録的な豪雪となりました。
　また、一時保育や延長保育などの保育ニーズが多様化し、子育て支援・少子化対策経費が大きく膨ら
むほか、若者の減少などによる勤労者数全体の縮小も影響し、税収は年々厳しい状況となっています。
　さらには、長引くコロナ禍の影響で、地域経済は持ち直しの実感が乏しい状況が続いています。
　これらの特殊需要を勘案し、特別交付税において十分な財政措置が図られるよう要望します。

財政関係の要望
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■大石田町新型コロナワクチン接種対策室　℡ 35－ 2111（内線 170・171・172・173）

８月２日（月）から
新型コロナワクチン接種証明書を
交付します

　新型コロナウイルスワクチンの予防接種を受けた町民の方で、海外渡航等の事
情がある場合に限り、予防接種済証とは別に「予防接種証明書」を交付します。
　必要な方は、必要書類を準備の上、下記の方法で申請してください。申請書は、
保健福祉課保健医療グループ窓口に準備しているほか、町ホームページでダウン
ロードいただけます。交付手数料は無料です。

受付時間　月～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分
受付場所　保健福祉課保健医療グループ

証明書を郵送で申請する際は、必要書類を添えて保健福祉課
保健医療グループ宛にお送りください。

①接種券（予防接種済証）
②旅券（パスポート）
　※接種券は、切り離さず台紙ごとお持ち下さい。
　※旅券に旧姓・別姓・別名（英字）の記載がある場合は、旧姓・別姓・
　　別名が確認できる本人確認書類

①申請書
②接種券（接種済証）の写し
③旅券（パスポート）の写し
④返信用封筒
　※旅券に旧姓・別姓・別名（英字）の記載がある場合は、旧姓・別姓・
　　別名が確認できる書類
　※返信用封筒は、送付先を記入の上、切手（８４円分）の貼り付けを
　　お願いします。

詳細は、ホームページをご覧いただくか、下記にお問い合わせください。

※本人が窓口に来られない場合は、代理人が申請することもできます。　
　代理人による申請の場合は、本人の自署による委任状が必要です。

　離農や経営部門の減少に伴い、全ての経営農地を農地中間管理機構に貸し付けた場合、経営
転換協力金の交付を受けることができます（各種要件があります）。
　今年度をもって現行の制度は終了するため、交付を希望する場合は、期限内にお申し出ください。

　「農地中間管理事業」は、農地中間管理機構が農地を貸したい農家から農地を借り受け、農業
経営の規模拡大を図る担い手農家等へ貸し付ける制度です。

【交付対象者】
　・リタイアする農業者
　・農地の相続人で、農業経営を行わない方
　・農業部門の減少により経営転換する農業者
【交付単価】
　・１０ａあたり１.５万円、上限５０万円／１戸
【交付要件】
　・機構に対して、すべての農地を１０年以上貸し付ける必要があります（一部例外を除く）
【申請期限】
　・令和３年８月６日（金）までにお申し出ください。

○農地を貸したい方（出し手）
　・農業経営のリタイアを考えている方
　・農地を相続した方
　・経営の縮小を考えている方

○出し手農家のメリット
　・公的機関が農地を預かるので安心です
　・賃借料は機構からの口座振込で、手間が
　　かかりません
　・要件を満たすと機構集積協力金（経営転
　　換協力金等）が受けられます

○受け手農家のメリット
　・複数の出し手農家から農地を借りても、
　　契約は機構とのみ（契約の手間が省けます）
　・賃借料の支払いは一括で口座振替
　・まとまった農地を長期間借りられ、作業の
　　効率化とコストダウンが可能です

○農地を借りたい方（受け手）
　・まとまった農地で効率経営を目指す方
　・経営規模拡大を目指す方
　・新規に農業参入を目指す方

窓口での交付

郵送での交付
経営転換協力金

必要書類

必要書類

■産業振興課農林グループ　℡３５－２１１１（内線１４２・１４３）
※農業振興地域内の水田の貸し借りにあたっては、地域の農用地利用改善組合で受け手農家を協議します。

農地中間管理事業が便利です
農地の貸し借りには

出 し 手 農 家

市町村・農業委員会・ＪＡ等

受 け 手 農 家
山形県農地中間管理機構
（やまがた農業支援

センター）機
構
へ
貸
付

機
構
か
ら
借
受

連携　　　　協力
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商工会女性部（鈴木栄子部長）が、６月１４日
（月）にＪＲ大石田駅で、花の植え替えと風鈴の

飾りつけを行いました。これは、町内外の多くの利用者が
訪れる駅舎や駅前広場に賑わいを創出したいとの思いで、
商工会女性部が毎年実施している事業です。
　この日は、夏の花への植え替えや風鈴の飾りつけを女性
部員自らが行い、夏の花の華やかさと涼しげな音を響かせ
る風鈴で、訪れた人を楽しませていました。
　鈴木部長は、「駅は多くの方が利用するため、きれいな
夏の花でお迎えできればと思い実施しました。駅を利用す
る際はぜひご覧ください。」と話していました。

石田南小学校で、６月１８日（金）に避難所体験が行われま
した。

　これは、昨年町を襲った令和２年７月豪雨で南小体育館が避難
所として利用されたことや、昨今国内で災害が多発していること
を受けて、学校が地域住民の命や生活を守る避難所となることを
児童に学んでもらおうと行われたものです。
　児童たちは避難所の目的や、昨年の豪雨災害の避難所の状況
などの説明を聞いた後、避難所の受付手続きを実際に体験したり、
段ボールベッドに横になったりして避難所の役割を学びました。
　参加した六沢萌

の あ

愛さん（５年）は、「段ボールベッドは直に床で
寝るよりもずっと快適だと思った。簡易テントもウイルスが広がら
ずに何人かで寝れて良いと思った」と話していました。

季節の花と風鈴でおもてなし

児童が避難所体験

水明苑が小学校へメダカを寄贈
定障害者支援施設　水明苑（横尾英一郎施設
長）が、６月１６日（水）に各小学校を訪れ、

在来種のメダカ約４５匹を寄贈しました。
　寄贈されたメダカは、尾花沢市出身の内山晴信さん
が保護した在来種のメダカを、水明苑の利用者が施設
内で繁殖させたもので、児童に生命の大切さやメダカ
の生態を学んでもらうために毎年寄贈いただいていま
す。
　寄贈いただいたメダカは、各学校で大切に育てられ
ます。大変ありがとうございました。

大

指

ニュース 玉 手 箱

町

大石田北小

大石田小

大石田南小

受験
手続

受験申込書は、町ホームページからダウンロードまたは町総務課総務グループで交付し
ます。なお郵便で請求する場合は、封筒の表に朱書きで「採用試験申込用紙請求」と明
記してください。封筒には、宛先を明記し 140 円切手を貼った返信用封筒（角 2 サイズ）
および電話番号等連絡先を記載した用紙（様式は問いません）を同封してください。

受験申込書等の必要書類をそろえて、申込期間内に下記へ申し込みください。
郵送の場合は、当日消印有効です。
■〒 999-4112　山形県北村山郡大石田町緑町 1 番地
　　　　　　大石田町総務課　総務グループ　℡ 35-2111（内線 212）

【申込書請求】

【 受 験 申 込 】

募 集 職 種 一般行政職（初級） 技能労務職（初級）
採用予定人数 若干名 若干名

受 験 資 格

平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれた者で高等
学校卒業以上、または令和 4 年 3 月 31 日
まで卒業見込みである者で、採用された場
合に大石田町内に居住できる者。

昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた者で高
等学校卒業以上、または令和 4 年 3 月 31
日まで卒業見込みである者で、採用された
場合に大石田町内に居住できる者。

試 験 日 程

【一次試験】
　10 月 31 日（日）　場所：大石田町役場
　①教養試験、②職場適応性検査、③作文試験

【二次試験】
　１１月下旬予定
　※詳細は一次試験合格者に通知します。

【一次試験】
　11 月 14 日（日）　場所：大石田町役場
　①教養試験、②職場適応性検査

【二次試験】
　12 月中旬予定
　※詳細は一次試験合格者に通知します。

受 付 期 間 ８月１日（日）～８月３１日（火） ９月１日（水）～９月３０日（木）

大石田町職員採用試験案内
～あなたの熱意を町の力に～

寺
てらさき

嵜　尚
しょうけい

慶（まちづくり推進課　主任） 星
ほしかわ

川　実
み ゆ

柚（町民税務課　主事補） 二
に と う べ

藤部　洸
こうすけ

介（教育文化課 用務員）

　ふるさと納税に関する仕事を担当
しています。数多くの自治体の中か
ら、当町を選んでいただけるように、
事業者と連携して地域特産品の魅力
を発信しています。ふるさと納税を
きっかけに観光に訪れる方もおり、
交流人口の拡大も見込める非常に重
要な仕事だと感じています。

　出生や婚姻、住所変更などライフ
イベントの手続きに関する仕事を担
当しています。住民票や戸籍などの
生活の中での手続きで使用する重要
な証明書類を取り扱うため、緊張感
とともにやりがいを感じます。

　学校敷地内の環境整備やごみの収
集・分別、花壇の手入れ、校舎内の
修繕など、子どもたちが安心して学
校生活を送れるようにサポートする
仕事を担当しています。「縁の下の
力持ち」のようなところにやりがい
を感じています。

平成 21年度採用 平成 31年度採用 平成 31年度採用

令和４年４月採用予定

先輩職員の声　～Voice of seniors～

一般行政 一般行政 技能労務
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合体験活動事業「トムソーヤの冒険」が、６月１９日
（土）にクロスカルチャープラザで行われました。

　この事業は、同日に開催を予定していた「トムソーヤの
冒険in最上川」が雨天のため中止になったことから、代替
事業として実施されたものです。
　この日は、町内の児童たち１５人が参加し、大石田アウト
ドアクラブ遊Ｂｅ隊の柴田和徳隊長から指導を受け、基本
姿勢の「片足立ち」やラインに立っている状態からしゃがむ

「ドロップニー」を練習しました。
　参加した佐竹海利さん（大小４年）は、「川下りが中止に
なって残念だけど、スラックラインも楽しくてまた参加し
たいです」と話していました。

の度、障がい者自立生活センターほっとらいふ（梅津
洋治代表）と大石田町高校生ボランティアサークル

二十四孝PARTⅡから、役場とＪＲ大石田駅敷地内の障がい者
駐車場の塗装作業を行っていただきました。
　この事業は、障がい者駐車場の必要性の理解と適正な利
用を普及啓発することを目的にほっとらいふが企画したも
ので、賛同した二十四孝PARTⅡと合同でボランティアで実
施されたものです。
　作業は、６月２６日（土）に１５人が参加して行われ、役場とＪ
Ｒ大石田駅敷地内の色が薄くなってしまった障がい者駐車場
の塗装を行っていただきました。
　大変ありがとうございました。

会を明るくする運動メッセージ内閣総理大臣メッセー
ジ伝達式が7月1日（木）に役場で行われました。

　社会を明るくする運動は、罪を犯した人の立ち直りを地域
で支え、犯罪や非行のない社会を築こうというもので、毎年7
月は強化月間になっています。
　この日は、役場庁議室でメッセージ伝達式が行われたあと、
町の保護司会（森昇一会長）や更生保護女性会（佐藤玲子会
長）らが地域社会の協力を呼びかけ、町内を回りました。

劇公演「狸の里帰り」が、６月２７日（日）に虹のプ
ラザで行われました。

　狸の里帰りは、タレントの柴田理恵さんや女優の岡本
麗さんらが出演するトム・プロデュースの演劇で、民家の
ような佇まいのシェアハウス型ホスピスが舞台になって
います。
　この日は、町内外から１３６人が来場し、県内ではなか
なか見ることができない本格的な演劇を堪能しました。
　来場者は、出演者のコミカルで、時に情緒豊かな演技
を楽しんでいました。

ラインの上でバランス楽しむ

障がい者駐車場を塗装ボランティア

モンテ選手と食育学ぶ
ンテディオ山形応援給食が、６月２１日（月）に大石田北小
で行われました。

　この事業は、子どもたちに正しい食生活を習慣づけてもらおう
と県がモンテディオ山形と連携し毎年実施している事業です。
　この日は、大石田北小の５・６年生の児童３３人が参加し、モンテ
ディオ山形でＭＦとして活躍する藤田息吹選手と國分伸太郎選手
とリモート形式で交流を行いました。両選手は、自身の食生活で
「よく噛んで食べること」や「バランスの良い食事」に気を付けて
いると話し、児童たちは普段聞くことができないスポーツ選手の
食習慣に聞き入っていました。交流の最後には、児童たちから両
選手にエールが送られ、両選手の今後の活躍を祈念しました。

こ

ニュース 玉 手 箱
好評でした！狸の里帰り

犯罪のない明るい社会を目指して

奥深く香り高い中国茶学ぶ
らめき女性セミナー「六大中国茶を飲み比べよ
う！中国茶基礎講座」が、６月３０日（水）に虹のプ

ラザで行われました。
　この事業は、普段なかなか触れる機会のない中国茶
の基礎的な知識や味を知ってもらおうと町教育委員会
が企画し、町地域おこし協力隊の末石靖知隊員の協力
で実施されたものです。
　この日は、午前の部と午後の部で合わせて９人が参加
し、末石隊員から中国茶の道具や主な産地、製法などの
話を聞きながら、六大中国茶の飲み比べを行いました。
　参加した高桑茂子さんは、「本当に贅沢な時間でした。
また機会があれば参加したいです」と話していました。

き

社

モ

総 演
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■開館時間　９時～１９時（日曜日・祝日は９時～１７時）　※最新の開館状況は公式ＨＰをご確認ください。
■休 館 日　毎週木曜日・特別整理期間ほか　《８月の休館日》５日㈭・１２日㈭・１９日㈭・２６日㈭

場　所　大石田町立図書館
対　象　どなたでも（一人２回まで参加できます）
参加費　無　料
参加方法　１．図書館のカウンターでカードをもらいます。
　　　　　２．図書館編か大石田編どちらかのカードのクイズの
　　　　　　　答えを書いて、カウンターの人にわたしください。
◎すべて正解すると、好きな雑誌のふろくを１つえらべます。

まちとしょ

クールシェア実施中！

～大石田町立図書館　infomation～

＼ きてけらっしゃい ／

　図書館のなかにあるヒントをたよりに、クイズをといてみよう！
すべて正解すると、雑誌のふろくをプレゼント☆

おともだちや家族と、みなさんでぜひ挑戦してみてください！

　な つ や す み イ ベ ン ト

各家庭での冷房使用から、熱中症予防・節電対策として
皆で涼しい場所に集まって過ごすことを「クールシェア」

といいます。涼しい図書館で過ごしませんか♪

同時開催！
期　間　7月28日（水）～8月18日（水）

クイズは２種類あります（図書館編・地域をしる編）

開館中
開催

今月は、どの 本 を読む？
『冷たい麵の本』

（みない きぬこ著、枻出版社刊）
　暑い季節につるつるっと食べたい、冷
たい麵。基本のゆで方 & つゆの作り方を
はじめ、そうめん、うどん、中華麵、そば、
パスタ、フォーやビーフンなど、冷たい
麵の旨いシンプルメニューを紹介する。

『絶滅危惧個人商店』
（井上 理津子著、筑摩書房刊）

　個人商店は「町の宝」だ！食料品、衣類、
質屋、銭湯…。チェーン店やアウトレット
に負けずに、個人で商売を続ける店を訪
ね歩いた記録。店主たちのヒストリーを
伝える。『ちくま』連載を単行本化。

Ｑ．花火がいろいろな色に変化するのはなぜ？
さまざまな質問に、図書館の本を使ってお答えします。

Ａ．花火にまぜる薬剤の種類や薬剤の燃える燃焼温  
　度によって、各薬剤特有の色の光を発するから。多様
　な色の花火は明治時代以降作られるようになった。

◎調べた本 『知って楽しい花火のえほん』（冴木 一
　馬/作、あすなろ書房　575サ）・『花火の図鑑』（泉谷 
　玄作/写真・文、ポプラ社　575イ）

調べるキーワード　「花火」「色」

「しらべる図書館」コーナー

☎ 35-3877
公式HP http://niji.town.oishida. yamagata.jp/library/index.html

図書館のぼうけん
～図書館クイズに挑戦～

こうさく　スイカ風鈴をつくろう！
　対象：どなたでも、参加費：無料　
　場所：入口付近テーブル

自由研究・読書感想文お助けコーナー
　夏休みの宿題に役立つ本を紹介します。

展示　なつがいっぱい！

虹のプラザ自主企画事業
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険
の
お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額　
　

　
　
　
　

認
定
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

高
額
な
診
療
を
受
け
る
際
に
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
等
を
医
療
機
関
に
掲
示
す
る
こ

と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
「
自
己
負
担
限

◆
日
時
／
８
月
１
日
（
日
）
午
前
１０
時
～
午

　

後
３
時

◆
場
所
／
虹
の
プ
ラ
ザ
小
会
議
室
１

◆
内
容
／
１
人
３０
分
程
度
の
個
別
説
明
会

※
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部　

東
根
地
域

　

事
務
所　

☎
（
４３
）
７
１
９
８

◆
日
時
／
８
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
３０
分

　

～
午
後
２
時
３０
分

◆
会
場
／
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
も
太
郎
さ
ん

　

大
石
田
（
桂
木
町
２
―
３
）

◆
内
容
／
介
護
施
設
の
見
学
と
仕
事
内
容
の

　

説
明

◆
参
加
料
／
無
料

◆
対
象
者
／
介
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

　

（
資
格
・
経
験
不
問
）

■
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
山
形
県
社

　

会
福
祉
協
議
会
）

　

山
形
市
小
白
川
町
２
丁
目
３
―
３
０

　

☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

度
額
」
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
認
定
証
は
事

前
に
申
請
し
、
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

有
効
期
限
が
７
月
３１
日
ま
で
の
認
定
証
は

８
月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

が
確
認
で
き
る
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　

更
新
に
つ
い
て
（
う
す
だ
い
だ
い
色
へ
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い

す
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月
３１
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
（
う

す
だ
い
だ
い
色
）
は
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
原
則
各
世
帯
主
宛
て
に
世
帯

員
全
員
分
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
１
３
６
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
・

　

介
護
予
防
講
座
の
ご
案
内

自
衛
官
採
用
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

福
祉
バ
ス
運
行
日
変
更
の
お
知
ら
せ

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
に
よ
る

　
　
　
　
　

結
婚
相
談
会
の
開
催

人
権
擁
護
委
員
２
人
が
再
任

介
護
施
設
見
学
会
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証
の

　
　
　
　
　
　

更
新
に
つ
い
て
（
桃
色
へ
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
水
色
）

の
有
効
期
限
は
、
７
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
は

７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
中
で
、
前

　

年
度
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方
は
、
被
保
険
者
証
の
年
次

　

更
新
の
際
に
、
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し

　

ま
す
。

■
保
健
福
祉
課　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
３５
）
２
１
１
１
（
内
１
３
６
）

県
営
大
石
田
ア
パ
ー
ト

◆
住
所
／
大
石
田
町
大
字
大
石
田
甲
６
２
３

　

―
１
５
７
（
庚
申
町
）

◆
住
宅
の
構
造
／
中
層
耐
火
構
造
（
４
階　

　

建
）

◆
公
募
戸
数
／
４
戸
（
２
階
・
３
階
・
３　

　

階
・
４
階
、
一
般
用
・
倍
率
優
遇
あ
り
、

　

単
身
可
）

県
営
あ
け
ぼ
の
ア
パ
ー
ト

◆
住
所
／
大
石
田
町
大
字
大
石
田
丁
２
７
７

　

―
４
（
曙
町
）

◆
住
宅
の
構
造
／
中
層
耐
火
構
造
（
４
階　

　

建
）

◆
公
募
戸
数
／
１
戸
（
４
階
、
一
般
用
・
倍

　

率
優
遇
あ
り
）

共
通
事
項

◆
申
込
資
格
／
所
得
が
公
営
住
宅
法
の
規
定

　

に
該
当
す
る
方
。
（
県
外
在
住
の
方
も
申

　

込
可
能
）

◆
申
込
期
間
／
８
月
４
日（
水
）～
１０
日（
火
）

　

午
前
１０
時
～
午
後
６
時
（
月
曜
休
館
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

◆
必
要
書
類
／
県
営
住
宅
申
込
書
、
６３
円
切

　

手
２
枚

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

■
山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　

（
山
形
市
城
南
町　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２２
階
）

　

☎
０
２
３
‐
６
４
７
‐
０
７
８
１

　

演
習
の
騒
音
が
聞
こ
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
訓
練
実
施
日
／
２
日
～
６
日
、
９
日
～
１３

　

日
、
１６
日
～
２０
日
、
２３
日
～
３１
日

■
陸
上
自
衛
隊
第
２０
普
通
科
連
隊

　

神
町
駐
屯
地　

☎
（
４８
）
１
１
５
１

お知らせ版
№ 1,367　7月 25 日号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
８
月
の

　
　
　

大
高
根
演
習
場
使
用
予
定

山
形
地
方
法
務
局
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

↑伊藤絹枝さん ↑玉谷正弘さん

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が

　
　
　
　
　
　

便
利
で
お
得
で
す
！

　

全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で
、
法
定
相

続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す

る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各
種
相

続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
数

料
も
無
料
で
、
と
て
も
便
利
で
お
得
な
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

　
　
　
　
　
　

法
務
局
が
守
り
ま
す
！

　

遺
言
書
の
保
管
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

法
務
局
に
遺
言
書
を
預
け
る
と
安
心
で
す

（
自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
）
。　

　

自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
遺
言
者
本
人
の
み

で
作
成
で
き
ま
す
が
、
遺
言
書
の
紛
失
や
亡

失
、
相
続
人
に
よ
る
隠
匿
や
改
ざ
ん
な
ど
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

保
管
管
理
し
て
、
相
続
が
開
始
し
た
と
き
に

相
続
人
等
に
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
山
形
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
１
３
２
１

※
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
と
は
、
山
形
県
に
登

　

録
し
て
結
婚
を
望
む
方
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
仲
人
さ
ん
で
す
。

　

悩
み
相
談
や
成
婚
に
導
く
助
言
な
ど
専
門　

　

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。



毎月1日は「大石田町交通安全行動の日」

家族の健康管理に気をつけて

切 り 取 り 線

切 り 取 り 線

切

り

取

り

線

切

り

取

り

線

広報おおいしだ　3.7 18広報おおいしだ　3.719

俳　

句

短　

歌

紫
陽
花
の
蒼あ
お

き
に
注
る
雨
や
さ
し

火
照
る
顔
に
ハ
ン
カ
チ
を
当
て
一
服
す

不
揃
ひ
の
笹
粽
結ゆ

ふ
て
蒸
し
上
が
る

清
流
の
日
向
の
目
高
忙
し
な
き

種し
ゅ

守
も
り
け
な
げ
に
咲
く
や
葱ね
ぎ
ぼ
う
ず

坊
主

梅
雨
さ
中
草
の
成お
が
り長
を
横
目
に
し

も
う
少
し
歳
を
と
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
と
夫
婦
で
手
を
と
り
散
歩
し
よ
う
ね　

最
上
川
の
奥
に
座
す
る
は
鳥
海
山
残
雪
冠
し
て
悠
然
と
見
ゆ

曾
孫
は
四
歳
な
り
て
数
字
読
む
英
語
も
云
へ
る
と
親
指
た
て
る

離
れ
住
み
ゐ
る
は
ず
も
な
き
吾
子
探
す
園
児
ら「
散
歩
」を
歌
ふ
野
の
道

ア
カ
ゲ
ラ
の
親
が
カ
ラ
ス
に
威
嚇
す
る
公
園
も
今
日
で
見
納
め
と
な
り

個
展
に
と
書
き
溜
め
き
た
る
自
作
歌
の
書
作
が
数あ
ま
た多
書
斎
に
眠
る
（
書
号
・
雄
渓
）

散
歩
す
る
先
に
横
た
ふ
青
大
将
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
春
日
に
輝
く

散
歩
す
る
朝
の
舗
道
に
振
り
向
け
ば
十
頭
身
の
わ
が
影
が
ゐ
る

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
貰
ひ
て
食
ふ
が
当
然
の
わ
が
住
む
町
の
空
青
き
な
り　

夏
空
に
君
の
お
も
か
げ
探
し
て
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
果
実
ほ
お
ば
る

あなた
の

文芸欄

鈴　

木　

智
恵
美

八　
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キ
ク
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多
喜
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祐　

子

小　

玉　

春　

歌
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樫　

榮
太
郎
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一

伊　

藤　

哲　

夫

海　

藤　

忠　

男

谷
崎
源
次
郎
英
吉

青　

木　

ミ
サ
女

柏　

倉　

ヤ
ス
子

木　

村　

満
喜
子

斎　

藤　

静　

子

山　

奥　

Ｇ　

Ｇ

星　

川　

紀
一
郎

死亡事故ゼロ３９３日目

日曜・休日急患の当番医
8月

8月の主な行事予定

大石田町の事故発生状況

“明るいやまがた”
夏の安全県民運動実施中
　　８月２０日（金）まで
宅飲みの増加により飲酒運
転の検挙数が急増中です。
飲酒運転は絶対に
　　　やめましょう！

今月のポイント
（ 7月15日現在）

●発生件数  ３件　（－６件）
●負傷者数  ４人　（－４人）
●死亡者数  ０人　（－２人）
　　　　　※（　）は前年比

診療時間 : 午前8時30分～午後5時

（令和3年1月1日～7月15日）

日 当番医院名 電　話

1 日 ( 日 ) 中 央 診 療 所 (23)2010

8 日 ( 日 ) 尾 花 沢 病 院 (23)3637

9 日 ( 月 ) 加 藤 ク リ ニ ッ ク (22)9877

15日(日) 後 藤 医 院 (35)2034

22日(日) さ か え ク リ ニ ッ ク (53)8181

29日(日) お く や ま 内 科 医 院 (24)0980

日 行　事　予　定
2 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室

11 ㈬ 行政相談 / 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 / 虹のプラザ小会議室

12 ㈭
年金相談 / 午前 10 時～午後 3 時 / 役場 101 会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。
℡　0233-22-2050

13 ㈮ 地区対抗親善野球大会 / 午前 8 時 / 大中グラウンドほか

14 ㈯ 地区対抗親善野球大会 / 午前 8 時 / 大中グラウンドほか

15 ㈰
大石田まつり維新祭 / 午後 4 時 / 虹のプラザ多目的ホール　
※客席数を半分程度に制限して実施します。　　　　　　　
地区対抗親善野球大会予備日

16 ㈪ 母子健康手帳交付・健康相談 / 午後 1 時 30 分 / 役場相談室　
地区対抗親善野球大会予備日

20 ㈮ 戦没者追悼式 / 午前 10 時 / 虹のプラザ多目的ホール

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問
　い合わせください。

地域おこし協力隊　末石隊員の

英語・中国語一言講座！

日本語　→　旅行を楽しんでくださいね！（別れ際の一言）
英　語　→　Enjoy your trip!
中国語　→　玩得開心愉快！

　こんにちは、地域おこし協力隊末石です。
第３回一言外国語講座は「旅行を楽しんでくださいね！」です。
以下Youtubeチャンネルから動画をご視聴頂けます。今月から英語には字幕を、中国語に
は字幕とカタカナで発音表記をしていますので、あわせてご利用ください！

　動画で私は（あまりの暑さに）微笑んでおりませんが、皆さ
んは是非にっこりとした笑顔で使ってみてください！

山形県大石田町
ホームページ

携帯・スマホから
アクセスできます

◆今月の一言◆

KOEnoKURA こえのくら　SNS フェイスブックで発信中！ Instagram・Twitter にて「大石田のドラゴン・カレリーナ」もよろしく！

大石田町地域おこし協力隊コラム
　4月に着任した新人協力隊、久龍（くりゅう）です！今回初コラムということで、少し自己紹介を。
出身は高知県、大学進学を機に大阪府に引っ越し、タオルメーカーでお仕事をしていました。
KOE no KURA の「大石田町とソトの、ヒト・モノ・コトが交流する場所」というコンセプトに惹かれ、
大石田町の地域おこし協力隊になりたい！と思いました。
　初めての東北、山形県での暮らしで、はじめは戸惑うことがたくさんありました・・・
まず車移動中心の生活。免許だけは取っておいて良かった～…と思いました（笑）
初心者マークを貼っている挙動不審な自動車がいたら、私の可能性が高いです。ご注意ください。
そしてやはり方言となまり。「大石田ではこう言うんだ～」と思っていたら、標準語がなまっていただけ
だった、というのはざらにあります。もしかしたら私の言葉も、別の捉え
方をされているかも。
　大石田に引っ越して3ヵ月ほどですが、不安や戸惑い以上に楽しいこ
とばかり！この新鮮な気持ちや、毎日元気で超☆ハッピー、みたいな姿を
見て頂くことで、大石田のみなさんの笑顔や、何かを感じたり考えたりす
るきっかけになれたらいいなあ。これからお騒がせすることが多 あ々る
かと思いますが、どうぞよろしくお願いします!! スマホで写真を撮っている私

↑Youtubeチャンネル
「大石田町地域おこし
　　　　 協力隊　末石」
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町の人口　令和3年7月1日現在

世帯数 2,307 戸 （－2）

総人口 6,613 人 （－14）

男 3,264 人 （－5）

女 3,349 人 （－9）

（6 月中の異動）

出生 1人 転入 1人

死亡 5人 転出 11人
※この数字は外国人数も含めた数字です。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

■総務課総務グループ　℡35-2111（内線218）
確認ダイヤル：0237-48-8444

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

防災情報などを
受け取ることができます。

友だち登録を
お願いします！

右のQRコードを読み
取って友だちに追加
してください。 大石田町公式LINE

登録方法

大石田町公式アカウント開設

ＬＩＮＥはじめました

　現在資料館では、特別展「名誉町民 歌人 板垣家子夫の遺芳」を開催中ということで、今回は歌人・板
垣家子夫についてご紹介します。
　板垣家子夫（本名：金雄）は明治３７年（1,904）父金次郎、母ハギの長男として誕生しました。９歳
で死別した父により忠臣孝子や論語などを仕込まれたことが、歌人としての基となったといいます。本格
的に作歌をはじめたのは村山農学校を卒業した大正１０年（1,913）頃からで、その後山形の歌人結城哀
草果と交誼を結び、この縁で同１４年短歌結社「アララギ」に入会しました。しかし環境が変わったこと
もあって思うように興趣を得られず、低迷の時期が続いたようです。
　昭和６年（1,931）、松尾芭蕉の『五月雨歌仙』実見のために来町した歌人齋藤茂吉に知遇を得てから
は茂吉の短歌に傾倒していきます。上京時には直接指導を受けることが叶ったものの、かえって自信を喪
失しさらなる混迷の時期に入りました。
　そのような中、昭和１２年日中戦争に応召、北支戦線を転戦することになります。このことが、作歌上
の転機となりました。荒涼とした戦野にあって明日も知れぬ生命を顧みることにより、それまでの混迷を
払拭し作歌意欲を取り戻していったのです。あるいは、荒んだ心身を慰撫するために極限状態が生んだ自
衛本能のようなものだったのかもしれません。いずれにせよ、ひたむきに短歌と向き合い、常に心の拠り
所として携えていたからこその心の動きであったといえるでしょう。
　昭和１４年帰還した家子夫は、大石田で終戦を迎え、ほどなくして茂吉の大石田疎開が決まりました。
この時期の動向については『斎藤茂吉随行記　大石田の茂吉先生』に詳しく述懐されていますが、戦後間
もなく何もかもが不足していた時期に茂吉を迎え、物心両面で支えた苦労は一方ならぬものがあったはず
です。
　茂吉帰京後も、新聞社の投稿歌壇の選者や指導者、短歌講座等の講師も務めたほか、芭蕉や正岡子規等
の論考なども数多く手掛けています。中でも大石田時代の茂吉を綴った一連の作品は今読んでも大変面白
く、心温まるエピソードが散りばめられています。時に理不尽に怒り、時に手放しで誉めちぎり、グチグ
チと小言を繰り返すかと思えば不器用でいじらしい姿。こうした人間・茂吉の一挙手一投足をある意味で
赤裸々に描き出す眼差しは、巨人を相手に畏怖するだけではない深い敬愛の情に溢れており、そして茂吉
もまたそんな家子夫に全幅の信頼をおいていたことがうかがえます。何故ならこれらの随筆の面白さは茂
吉の生態観測にあるのではなく、茂吉を取り巻く大石田の人々との関係がもたらすものであり、常に茂吉
の一番近くにいた板垣家子夫との関係の妙から滲み出るものだからなのです。
　このような活動が認められ、昭和４３年には第１４回齋藤茂吉文化賞を受賞、さらに大石田町の文化事
業にも関わりながら「文化の町・大石田」の確立・発信に尽力し、昭和５４年大石田町名誉町民第一号が
贈られました。

『名誉町民 歌人 板垣家子夫の遺芳』展より

おおいしだものがたり
～資料館資料編～

別冊

特別展「名誉町民 歌人 板垣家子夫の遺芳」は８月２９日（日）まで


